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術変革（B）「多細胞バイオ計算」が母体となっていま
す。ここでは、培養神経回路と数理モデル研究との協調
によって「実細胞コンピューティング」の概念実証を示
し（山本・香取ら, PNAS 2023）、さらにマウス大脳皮
質視覚野の階層的神経回路の形成過程において自発活動
が生物規範的な自己教師あり学習の基盤となっているこ
とを明らかにしました（松井ら, Nature 2022）。マウ
スにおける前肢の協調運動を安定して学習させる新しい
訓練法の確立にも成功しました（正水ら, Front. Neural 
Circuits 2025）。

同時に、このような連携を深める中で、理論、応用、
そして生物実験での発展的な課題をそれぞれ抽出するこ
とができました。具体的には、①生物の脳で消費するエ
ネルギーの大半を占める自発活動の機能的意義を理解す
る必要があること、②ハードウェアやロボティクスの専
門家と新たな連携体制を構築し、生物の理解をシステム
応用に結びつけることが重要であること、そして③一部
のメンバーが実験対象としてきた培養神経回路は、脳の

生物の脳はさまざまな側面で研究対象として魅力的な
わけですが、私たちの領域の中心テーマは「神経細胞の
集団的振る舞いと脳システムとしての機能はどのように
結びついているのか？」という問いです。神経細胞とい
う不安定なバイオ素子に基づいて構成されながら、脳は
自律適応的に、そして高いエネルギー効率で高度な情報
処理を実現します。この特性は単一の細胞では現れず、
その単純な多数倍としても説明できません。多種多様な
神経細胞が巧妙に配置・配線されて、マルチセルラ（多
細胞）ネットワークを構成することにより、脳的機能は
はじめて創発されます。本研究領域では、このようなバ
イオ素子を物質基盤とする脳の情報処理アーキテクチャ
を、モデル動物や培養細胞を用いて解析した上で数理モ
デルとして記述し、システム応用へと結びつけることを
目指しています。

【計画研究について】
この領域は、2021年から2023年にかけて実施した学

脳神経マルチセルラバイオ計算の理解とバイオ超越への挑戦（バイオ超越）

東北大学電気通信研究所
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学術変革領域

学術変革（B）「多細胞バイオ計算」(2021〜23年度)を発展させる形で、2024年4月より学術変革（A）「バイ
オ超越」を実施しています。バイオ超越というのは、私たちが作った造語で、「バイオに倣って設計されたシス
テムが、従来の計算機では到達困難な学習効率･エネルギー効率･環境適応性で特定の問題が解けるようになるこ
と」という意味を込めています。この場をお借りして、本領域の活動内容を紹介させていただきます。

図１．バイオ超越の狙い
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モデル系という枠を超えて、「ウェットウェア」とも言
うべき新しい計算機リソースや医工学デバイスとなるポ
テンシャルを有している、ということです。

今回の学術変革（A）は、この３つの課題に挑戦する
もので、学術変革（B）の成果と連携体制を発展させ
て、マルチセルラネットワークを物質基盤とする脳情報
処理の理解を深め、数理モデル、ハードウェア、そして
ウェットウェアという３つのドメインで、上述した「バ
イオ超越」と呼べるような新しい計算技術の創成を目指
しています（図1）。こういった研究は、いずれも単独
の専門分野だけでは困難であり、現在、計画班として理
論解析を担う情報数理（代表：香取、松井）、Bottom-
up解析を担う生体工学（代表：山本、谷井、平野）、Top-
down解析を担う神経科学（代表：正水、神谷）、そし
てシステム応用を担うハードウェア研究（代表：河野、
平田）が密接に連携し、研究を進めています（領域HP: 
https://www.mnbc.riec.tohoku.ac.jp）。 

【公募研究について】
学術変革（B）と（A）の大きな違いは、「公募研

究」があることです。公募研究とは、領域発足後に、計
画班外の研究者に加わっていただいて、領域をさらに広
げるという仕組みです。世界的に見ても、学術変革領域
研究における非常にユニークな制度だと思います。

カバーする専門分野が非常に多岐にわたることは、領
域審査の段階ではきっとプラスに評価していただけたと
思うのですが、公募研究では、逆に応募者に敬遠されて
しまうのではないかと心配していました。しかし、幸い
にもこの懸念は杞憂に終わり、数理モデル、培養神経回
路、神経生理学、行動生物学、脳型ハードウェア、ロボ
ティクス、材料科学など非常に多様な分野から多数のご
応募をいただきました。特に日本神経科学学会に関連の
深い研究項目では、池内与志穂先生（東京大）、乘本裕
明先生（名古屋大 ※2026年3月まで）、川口真也先生（
京都大）、酒井洸児先生（NTT物性研）、吉田昭太郎先
生（中央大）、高橋宏知先生（東京大）、人羅菜津子先
生（熊本大）、相馬祥吾先生（京都府立医科大）、森島
美絵子先生（同志社大）、北西卓磨先生（東京大）、船
水章大先生（東京大）、相澤秀紀先生（広島大）に2025
年4月からご参画いただいています。

素晴らしい先生方にメンバーとして加わっていただい
たので、残された仕事は、公募班の先生のアクティビテ
ィをどう計画班と結びつけるかということになります。
そこで、4月、5月、7月に研究紹介のための領域交流会
を開催したり、夏合宿（図2）で口頭発表や学生中心の
ポスターセッションを企画したりしました。夏合宿以外
のイベントはハイブリッド形式で開催し、実験系の先生
方の研究に支障が出ないように配慮しました。おかげ
で、公募班と計画班との共同研究や、公募班同士の共同
研究がすでに複数立ち上がって進んでいます。

【終わりに】
領域内での共同研究を推進するのと並行して、領域を

跨いだ研究企画にも取り組めるようになってきました。
そういう中で、学術変革（A）『動的脳機能創発』の今
井 猛先生（九大）と浦久保秀俊先生（藤田医科大）にお
声がけいただき、NEURO2026で公募シンポジウム「動
的コネクトームによるバイオ超越」を合同で企画するこ
とができました。同じ大会でのサテライトイベント
（https://joint-symposium.notion.site）の準備も一
緒に進めています。

また、領域のアウトリーチ活動の一環として、計画班
代 表 の 平 田 先 生 が 脳 科 学 と A I の 融 合 領 域 に 関 す る
Podcast『もっとバイオなAIチャンネル』を昨年立ち上
げてくださいました。インタビューアとして、平田先生
の他に大学院生も加わっているのもユニークな取り組み
だと思っています。SpotifyとApple Podcastsで絶賛配
信中ですので、ぜひご視聴ください。

最後になりますが、毎年2月に領域の国際シンポジウ
ムを開催しています。これはオープンなイベントで、一
般投稿（口頭発表およびポスター発表）も受け付けてい
ます。ハイブリッド形式で開催のため、オンラインでの
聴 講 も 可 能 で す 。 ぜ ひ 時 期 が 近 づ き ま し た ら
HP（https://www.nanospin.riec.tohoku.ac.jp /
RIEC_Sympo/）をご覧ください。

2024年4月からあっという間に2年が過ぎ、もうすぐ
5年間の折り返し地点です。計画班と公募班で一体とな
って、脳神経科学−工学−情報科学の融合領域を作り上
げていきますので、応援をよろしくお願いします。

図 2．第 2 回夏合宿での集合写真（2025 年 9 月 29 日〜 10 月 1 日に北海道北広島市で開催）

https://www.mnbc.riec.tohoku.ac.jp
https://joint-symposium.notion.site
https://www.nanospin.riec.tohoku.ac.jp/RIEC_Sympo/
https://www.nanospin.riec.tohoku.ac.jp/RIEC_Sympo/
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価値情報から行動選択への橋渡しをする腹側線条体の仕組み
～中脳ドーパミン－腹側線条体路による選択指令の調整～

筑波大学 医学医療系 認知行動神経科学研究室
研究員 禰占 雅史

いたが、時間とともにサルの行動選択を表現するように変化
していました（図 1B）。このような神経活動の動態は、腹側線
条体で価値評価の情報が行動選択の情報へと変換されたこと
を示唆しています。

次に、課題中の腹側線条体の神経活動が行動選択の決定
に寄与するのかを調べるために、第一選択肢提示中にサル腹
側線条体への電気刺激を行いました（図 2A）。刺激試行と非
刺激試行で第一選択肢の選択率を比較すると、選択するかど
うかを迷う中程度の報酬と連関した選択肢のときに電気刺激
によって有意に選択行動が変化しました（図 2B）。このことは、
意思決定中の腹側線条体の神経活動は行動選択の決定に対し
て因果性を持つことを示唆しています。

更に、この腹側線条体での行動選択の決定が腹側線条体
のドーパミンシグナルによって調整されているのかを調べる
ために、サル中脳ドーパミン細胞選択的にチャネルロドプシ
ンを発現させ、第一選択肢提示中の腹側線条体ドーパミン軸
索末端へ光刺激を行いました（図 3A）。刺激試行と非刺激試
行で第一選択肢の選択率を比較すると、電気刺激と同様に、
中程度報酬の選択肢のときに光刺激によって有意に選択行動

最適な行動選択を行うためには、複数の選択肢を評価し、
その中から最も評価の高い行動を選択し、得られた結果を再
評価して次の選択を調整する、という工程が必要です。中脳
ドーパミン神経細胞や腹側線条体は、選択肢の評価や結果の
再評価に関わっており、強化学習に重要な脳領域だと考えら
れています。一方で、腹側線条体は淡蒼球を経由して運動領
域と接続しており、中脳ドーパミンからの報酬予測信号を腹
側線条体が運動出力へと変換している可能性がありますが、
価値評価の情報がどのような処理を経て行動選択へと結びつ
いているのかは不明瞭でした。

そこでまずは、価値に基づく意思決定課題（サルが選択肢
を評価し、選択行動を実行するかを決定することが求められ
る。図 1A）を用いて、課題中のサル腹側線条体から単一ユニッ
ト記録を行いました。この課題では 6 つのフラクタル図形が
異なる報酬量と連関しており、試行ではランダムに選ばれた
2 つの図形が選択肢として順番に提示されるので、サルは選
びたい選択肢の提示中に選択行動を実行することが求められ
ます。価値に基づく意思決定が求められる第一選択肢の提示
直後には、腹側線条体の神経活動は選択肢の価値を表現して

神経科学トピックス

最適な行動選択には、選択肢を評価し、最も評価の高い行動を選択し、得られた結果を再評価して次の選択に生
かす、という処理の繰り返しが必要です。ドーパミン神経細胞や腹側線条体は、主に結果の再評価を通じて強化学
習に関わると考えられてきましたが、我々は中脳ドーパミン－腹側線条体路が意思決定中の選択肢を評価し、この
評価を選択指令に変換する働きを持つことを発見しました。

図 1. 課題の流れと第一選択肢に対する腹側線条体の応答潜時
(A) 価値に基づく意思決定課題。ランダムに選ばれた視覚刺激が順番に提示されるのでサルはボタンを離して選択することが
求められた。(B) 第一選択肢期間の応答を回帰モデルの比較により 3 つの活動タイプへ分類した結果、タイプごとの応答潜時
には有意な差がみられた。
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が変化しました（図 3B）。この結果は、意思決定中の腹側線
条体でのドーパミンシグナル調整が行動選択の決定に対して
因果的役割を果たしていることを示唆しています。

今回の発見は、選択肢の評価から行動選択までを橋渡し
する腹側線条体と、腹側線条体でのこのプロセスを調整する
ドーパミンの因果的役割を明らかにしました。これらは、中
脳ドーパミン神経細胞や腹側線条体でこれまで考えられてい
た強化学習だけではなく、より直接的に中脳ドーパミン－腹
側線条体路が行動選択の決定（選択指令）に関与することを
示唆しています。今後は、腹側線条体の神経細胞がドーパミ
ンシグナルによってどのように活動を変化させることで選択
指令を調整しているのかや、腹側線条体の選択指令から運動
出力までの経路はどこが担っているのかなどが明らかになる
ことで、腹側線条体を神経ハブとした価値評価から選択行動
の実行までの意思決定の大きな理解につながることを期待し
ています。

【掲載ジャーナル】
タイトル: Role of the primate ventral striatum as a neural 
hub bridging option valuation and action selection.
著者: Nejime M, Yun M, Wang Y, Kawai T, Kunimatsu J, 
Yamada H, Inoue K, Takada M, and Matsumoto M.
掲載誌 : Nature Communications
掲載日 : 28th March 2026 at 10am London time

DOI: 10.1038/s41467-026-70634-6
URL: https://www.nature.com/articles/s41467-026-
70634-6

【研究者の声】
腹側線条体からの単一ユニット記録を手探りで始め、電気刺
激実験までで成果をまとめようとしていたコロナ禍の最中に、
オプトジェネティクス実験に着手しました。そしてこの初期
データが存外に良く、紆余曲折ありながらも今回の因果性ま
で含めたストーリーに至りました。腹側線条体の一側面の理
解が更なる謎を呼ぶことを日々実感してますが、挑みがいが
あり楽しみでもあります。本研究はかなりの長丁場でしたが、
松本正幸先生を始めとした多くの方々からの多大なる支援の
お陰で丁寧に粘り強く実験を続けることが出来ました。この
場をお借りして、松本研・高田研の研究室員や動物管理の方々
含め、おサルさんにも謹んで心からの感謝を申し上げます。

【経歴】
2015 年 京都大学 霊長類研究所 高次脳機能分野 研究員
2017 年 筑波大学 医学医療系 認知行動神経科学研究室 研

究員
2024 年 東京都医学総合研究所 脳機能再建プロジェクト 研

究員（現職）

図 2. 腹側線条体への電気刺激による行動選択への影響
(A) 第一選択肢期間に腹側線条体への電気刺激を行った。(B) 第一選択肢の価値が 4 の試行条件では刺激試行と非刺激試行の
選択率に有意な差がみられた。一方で、他の第一選択肢では刺激試行と非刺激試行の選択率に有意な差はみられなかった。

図 3. 腹側線条体へと投射しているドーパミン軸索末端への光刺激による行動選択への影響
(A) 中脳ドーパミン細胞選択的にチャネルロドプシンを発現させ、腹側線条体に投射しているドーパミン軸索末端への光刺激
を行った。(B) 第一選択肢の価値が 4 の試行条件では刺激試行と非刺激試行の選択率に有意な差がみられた。一方で、他の第
一選択肢では刺激試行と非刺激試行の選択率に有意な差はみられなかった。

https://www.nature.com/articles/s41467-026-70634-6
https://www.nature.com/articles/s41467-026-70634-6
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動物は感覚刺激の価値に基づいて適切な行動を選択しま
す。例えば、快い食べ物の匂いを感じれば接近行動を取り、
不快な天敵や腐敗した食べ物の匂いを感じれば忌避行動をと
ります。このような、感覚刺激の価値を認識する機能とそれ
に基づく行動選択は生存に必須であり、ヒトを含む多くの動
物に生得的に備わっています。

哺乳類の脳の嗅覚回路では、一次中枢である嗅球で匂い
の物理化学的な性質が符号化され、その情報を受け取る扁桃
体皮質核において匂いの価値情報が抽出されることが示唆さ
れています。この生得的な匂いの価値がどのように表現され
るかを解明するため扁桃体皮質核のニューロン群から活動が
計測されましたが、個々のニューロンは少数の匂いにのみ応
答し、匂いの価値を符号化するものは報告されていません。

哺乳類と類似した構造と機能をもつショウジョウバエの
嗅覚回路においても同様の仮説が提唱されています。行動遺
伝学的な研究から、側角と呼ばれる高次中枢が生得的な匂い
の価値を決定することが示唆されていますが、匂い応答は一
部の細胞からしか計測されておらず、匂い価値と神経活動と
の関連は示されていません。

そこで本研究では、哺乳類よりも少数の神経細胞により
構成されるショウジョウバエの嗅覚系を対象として、網羅的
神経活動計測とコネクトーム解析を組み合わせることで、生

得的な匂い価値の神経表現とそれを生み出す神経基盤の解明
を目指しました。

網羅的な活動計測による生得的な匂い価値表現の実態解明
まず私たちは、側角における匂いの脳内表現を細胞の分

解能で俯瞰するために、カルシウムイメージング法と光遺伝
学を組み合わせた網羅的な神経活動計測手法を開発しまし
た（図 1A、B）。二光子顕微鏡下においてこの手法を適用す
ることで、快から不快まで様々な価値を持った匂いに対する
応答を側角の全ニューロンから記録することができました。
比較対象として、もう一つの高次嗅覚中枢であるキノコ体を
構成するケニオン細胞からも匂い応答を網羅的に計測しまし
た。

その結果、二つの異なる側角ニューロン集団が匂いの価
値を表現することが分かりました。一つは、快い匂いにのみ
応答し、その応答の大きさが快の度合いと相関する集団であ
り、もう一つは不快な匂いにのみ応答し、その強さが不快の
度合いと相関する集団でした（図 1C）。さらに、表現され
る匂い価値を定量的に評価するため、神経細胞集団の活動か
ら匂いの価値を予測する数理モデルを作成しました。その結
果、キノコ体よりも側角の活動を用いた方が高い予測精度を
示し、この精度は一次嗅覚中枢の神経応答を用いた場合より

生得的な匂いの価値を認識する神経回路メカニズム

理化学研究所　脳神経科学研究センター
知覚神経回路機構研究チーム

特別研究員　染谷 真琴

神経科学トピックス

動物は初めて嗅ぐ匂いに対しても快・不快という価値を認識できますが、その神経メカニズムは解明されていません。
本研究では、生得的な匂いの価値の計算原理とそれを生み出す回路基盤を明らかにしました。

図 1．網羅的な活動計測による生得的な匂いの価値表現の解析
A）側角に適用した新規計測技術の模式図。本技術では、二光子励起カルシウムイメージング法を用いて、個々のニューロン
の匂い刺激に対する活動を脳全体から計測する。続いて、特定の波長の光で活性化される蛍光タンパク質を側角においてのみ
活性化させ、その結果標識された細胞を側角ニューロンとして同定する。B）光照射により活性化した蛍光タンパク質（緑）
と全ニューロンを標識する核局在型の蛍光タンパク質（紫）。C）快・不快特異的に応答する側角ニューロン集団の匂い応答。
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も高くなりました。これらの結果は、側角が生得的な匂い価
値を計算する中枢であることを示します。

快・不快特異的な応答を生成する回路基盤の解明
こうした快・不快特異的な応答がどのような神経回路メ

カニズムによって生み出されるのかを、コネクトームを用い
て解析しました。近年公開されたショウジョウバエのコネク
トームデータには、脳内全ての神経細胞同士の接続パターン
や細胞間につくられたシナプスの数などの情報が格納されて
います。一次嗅覚中枢には、快い・不快な匂いに対する行動
選択に貢献するニューロンが存在しますが、これらのニュー
ロンは特定の側角ニューロンと選択的に結合することが分か
りました（図 2A）。さらに、側角内部の配線を解析すると、
側角ニューロン同士の抑制性結合が、快い匂いに関する入力
を受け取る側角ニューロン集団において顕著に観察されまし
た。これは、快い匂いの情報が、一次中枢からの入力に加え、
局所的な抑制性回路によってさらに処理されることではじめ
て生成されることを示唆します。

この仮説を検証するために、コネクトームに基づいて、
一次嗅覚中枢と側角を含む回路の神経ネットワークモデルを
構築しました。このモデルに実際の一次嗅覚中枢の匂い応
答を入力したところ、快・不快の匂いに特異的に応答する
側角ニューロンの活動が再現されました。また、モデルにお
いて側角内の局所抑制を除くと、不快な匂いに応答する側
角ニューロンは残るものの、快い匂いに応答する側角ニュー
ロンは見られなくなりました。これは、不快な匂いの価値の
計算には一次中枢からの入力で十分なのに対して、快い匂い
の価値の計算には一次中枢からの入力に加え、局所抑制が必
須であることを意味します。さらに、この局所抑制の強さは
興奮性入力と一致しており、この興奮・抑制のバランスが快
の度合いに比例した応答を生むことが示唆されました（図
2B）。一方で、不快な匂いに特異的に応答する側角ニューロ
ンでは、興奮性入力と一致した抑制は見られませんでした。

実際の脳を用いた神経回路モデル予測の検証
これらの脳のメカニズムに関する結果はネットワークモ

デルから推測されたもので、実際のショウジョウバエを用い
て検証する必要があります。そこで次の三つの実験を行いま
した。

まず、ネットワークモデルで生成された神経活動の予測
精度を検証しました。特定の神経細胞タイプのみを標識する
遺伝学的系統を用いて個々の側角ニューロンの匂い応答を計
測し、モデルで生成された応答と比較したところ、有意に一
致することが分かりました。次に、局所抑制を人為的に操作
した際の神経活動の変化を解析しました。モデルでは、局所
抑制を弱めると快い匂いに強く応答する側角ニューロンの数
が減り、不快な匂いに応答するニューロンの数が増えること

が予測されました。薬理的に抑制を減衰させて側角の活動を
計測したところ、予測と一致した結果が得られました。この
神経活動の変化は匂いで引き起こされる行動にも反映される
と考えられます。そこで最後に、局所抑制の操作が行動へ与
える影響を検証しました。モデルでは、側角における一部の
抑制性介在ニューロンの活動を抑制すると、匂いに対する忌
避行動が強まることが予測されました。そこで、光遺伝学的
手法によりこの抑制性介在ニューロンの活動を人為的に低下
させた際の匂いに対する飛行行動を、仮想空間内で計測しま
した。計測された匂い応答は予測と一致し、匂いに対する忌
避行動が増強されていました。

以上より、側角が生得的な匂いの価値を計算する中枢で
あること、そして快と不快の情報が異なる神経回路構造に
よって生成されることが明らかになりました。つまり、回路
の上では、快は単なる不快の逆ではないということが分かっ
たのです。この知見は、感覚刺激がどのように脳内で処理さ
れることで情動や行動が生み出されるのかという根本的な問
いに対して重要な示唆を与えると考えられます。

【掲載ジャーナル】
Distinct circuit motifs evaluate opposing innate values 
of odors.
Makoto Someya, Ka-Yuet Liu, Kazumi Ohta, Hokto 
Kazama.
Cell 188：6892-6906, 2025.
10.1016/j.cell.2025.08.032

【研究者の声】
嗅覚系は、感覚入力から生物学的に重要な情報を抽出し、行
動選択へと結びつける脳の計算原理を理解する上で有用な系
です。嗅覚受容体および一次中枢の機能解析は大いに進展し
てきましたが、高次嗅覚中枢における匂いの情報処理の実
態には不明な点が多く残されています。広視野カルシウムイ
メージングや超高密度多点電極計測といった包括的な神経活
動計測技術とシナプスレベルのコネクトームデータが利用可
能となった今、活動計測と生物学的に妥当な回路モデルの構
築・検証のサイクルを回すことで、脳の計算原理とその回路
基盤に迫ることができると考えています。
研究を心から楽しむ環境を構築してくださっている風間研の
皆様、コネクトーム解析にご協力いただいた Ka-Yuet Liu 先
生、その他様々な場面でご支援くださった方々にこの場をお
借りして深くお礼申し上げます。

【経歴】
2018 年に北海道大学大学院生命科学院において博士号を取
得した後、理化学研究所脳神経科学研究センターにおいて、
日本学術振興会特別研究員や理化学研究所特別研究員として
研究に従事。

図 2．コネクトームデータに基づく回路メカニズムの解明
A）快・不快の情報処理に関わる神経回路。不快な匂いの情報は一次中枢のニューロンにより一部の側角ニューロンに伝達さ
れる。快い匂いも同様だが、側角ニューロン間で顕著な抑制性結合が見られる。B）抑制による匂い応答の変化。快い匂い特
異的に応答する側角ニューロンは、興奮性入力と一致した抑制（青矢印）を受けることで、快さに比例した応答を示す（緑。
なお、抑制がない場合は灰色の応答になる）。不快な匂い特異的に応答する側角ニューロンでは、抑制の影響は小さい（灰色
とピンクの差は小さい）。
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哺乳類の生きた組織に対する透明化試薬の開発

九州大学 医学研究院
助教 稲垣 成矩

質量濃度に、浸透圧はモル濃度に依存して高くなります。そ
こで我々は、ポリマーなどの高分子量分子を用いれば、モル
濃度を低く抑えたまま質量濃度を高めることができ、浸透圧
の上昇を最小限に抑えつつ、屈折率を上げられると考えまし
た。しかし、予想に反して、多くの分子では浸透圧の実測値
がモル濃度から予測される値を大きく上回ることが分かりま
した。この傾向は、特に直鎖状ポリマーで顕著であり、分子
の表面積が浸透圧に影響することを示唆していました。

一方、多くの球状ポリマーは低い浸透圧を示し、中でもウ
シ血清アルブミン（BSA）の水溶液が最も低い浸透圧を示す
ことが分かりました。一般的な細胞外液の浸透圧が約 280 
mOsm/kgであるのに対し、屈折率が 1.365 となるように
BSA を加えても、浸透圧の上昇は約 3 mOsm/kg にとどまり
ました。

以上の結果を踏まえ、我々は BSA を用いて屈折率を約
1.363 に調整した培地「SeeDB-Live」を開発しました。（図
1A）。

SeeDB-Live を用いたカルシウム・膜電位イメージング
次に、マウスから作製した急性脳切片を用いて透明化能の

検証を行いました。急性脳切片を SeeDB-Liveで、1 時間ほ
ど灌流すると、切片が透明化することが確認されました（図
1A）。電気生理学的計測を行ったところ、神経細胞の膜電位
特性や活動動態はほとんど損なわれないことが分かりました。
また、通常の約 2 倍深い領域においても、神経細胞の形態お
よび機能（カルシウムや膜電位）イメージングを行うことが可
能でした（図 1B）。

続いて、生きたマウスの脳を対象に、SeeDB-Live による
透明化を試みました。硬膜を除去した脳表面を SeeDB-Live
で 1 時間程灌流し、二光子顕微鏡で観察したところ、第五層

背景
近年、蛍光イメージング技術の発展により、生きた細胞内

の分子の挙動をリアルタイムに観察できるようになりました。
しかし、生体組織は不透明であるため、二光子励起顕微鏡な
どを使ったとしても組織深部の細胞動態を捉えることは依然
として困難でした。

固定した組織標本では、組織透明化法を用いることで、深
部を含めた大規模な観察が可能になっています。組織が不透
明に見えるのは、組織内の様々な構造が異なる屈折率を持ち、
それらの境界で光が屈折・散乱するためです。そのため、組
織透明化法では、高い屈折率を持つ溶液（透明化試薬）を組
織内に浸透させ、主要な散乱体である脂質と周囲の屈折率差
を小さくすることで、透明化を実現していました。しかし、従
来の透明化試薬は、一般的な細胞外液の数倍～ 10 倍以上の
浸透圧を持つため、細胞を著しく収縮させ、正常な機能を損
なってしまいます。そのため、生きた組織の機能を損なうこ
となく透明化し、深部観察を実現することは、生命科学分野
における大きな夢の一つでした。

生きた組織を透明化できる試薬（SeeDB-Live）の開発
我々はまず、生きた細胞が透明になる細胞外液の屈折率を

調べました。その結果、細胞外液の屈折率（通常は 1.338）
を 1.363~1.366 まで高めると、細胞が最も透明になること
を見出しました。この値は固定細胞の透明化に用いられてい
た屈折率 (1.42~) とは大きく異なっていました。これは、固
定細胞とは異なり、生きた細胞では主に細胞質と細胞外液の
屈折率差によって光が屈折・散乱しており、その差を小さくす
ることで細胞が透明化することを示しています。

我々は次に、浸透圧を適切な範囲に維持したまま屈折率を
調整する方法について検討しました。溶液の屈折率は溶質の

神経科学トピックス

近年、固定標本用の組織透明化試薬がいくつも開発され、組織深部の蛍光観察に活用されています。しかし、従来
の試薬は毒性や浸透圧が高く、生きた組織への応用は困難でした。本研究では、等張かつ生理的なイオン条件下
で生きた組織を透明化できる試薬を開発しました。これにより、急性脳切片や生きたマウス脳において、正常な機
能を維持しながら、従来より深部で細胞形態および神経活動を蛍光観察することが可能になりました。

図 1. SeeDB-Live による急性脳切片の透明化
(A) 透明化前後における急性脳切片の透過光画像。(B) 急性脳切片（Thy1-GCaMP6f マウスの嗅球）における 2 光子カルシ
ウムイメージング。
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図 2. 生きたマウスにおける大脳皮質の透明化
(A) 麻酔下の Thy1-YFP-H マウスにおける大脳皮質第五層錐体細胞の三次元蛍光画像。(B) 第五層錐体細胞の基底樹状突起
およびスパイン。

図 3. 嗅球における in vivo 膜電位イメージング
(A) 嗅球において Voltron2549 を発現する僧帽・房飾細胞の樹状突起を一光子（落射）蛍光顕微鏡によりイメージングした（フ
レームレート 143 Hz）。(B) 透明化前後の落射蛍光画像。(C) 半自動検出した 139 個の ROI における膜電位シグナル。(D) 
クラスター（点線で囲まれた領域 ; 糸球体に対応）およびサブクラスター（異なる色で示した領域 ; 細胞に対応）によって分
類された僧帽・房飾細胞の樹状突起。(E,F) 同一糸球体内および異なる糸球体間の樹状突起における膜電位シグナルの比較。

錐体細胞の細胞体の蛍光を、透明化前と比べて 3 倍以上明
るく観察することができました（図 2A）。その結果、通常で
は観察が困難な第五層錐体細胞の基底樹状突起スパインを
明瞭に観察することができました（図 2B）。さらに、第五層
錐体細胞の細胞体におけるカルシウムおよび膜電位シグナル
も、高い精度で計測できました。また、SeeDB-Live と一光
子（落射蛍光）膜電位イメージングを組み合わせることで、嗅
球における樹状突起の膜電位動態を高速・高感度で計測でき
ました（図 3）。

今後の展望
近年、大脳皮質などの表層で生じる脳機能動態の理解は

進んできた一方で、皮質下を含む脳全体の機能動態について
は、十分に分かっていません。今後、SeeDB-Live を効率良
く脳に導入できる手法を開発することで、マウスの皮質下領
域を含む、より深部の計測を可能にしたいと考えています。
さらに将来的には、より観察が難しい霊長類の脳機能計測に
も応用されることが期待されます。

【掲載ジャーナル】
Isotonic and minimally invasive optical clearing media 
for live cell imaging ex vivo and in vivo

Inagaki S*, Nakagawa-Tamagawa N, Huynh N, Kambe 
Y, Yagasaki R, Manita S, Fujimoto S, Noda T, Mori 
M, Teranishi A, Takeshima H, Ishikawa K, Naitou Y, 
Yokoyama T, Sakamoto M, Hayashi K, Kitamura K, 
Tagawa Y, Okuda S, Sato T K, Imai T*　　* 責任著者
Nature Methods (2026)
https://doi.org/10.1038/s41592-026-03023-y

【研究者の声】
本研究は九州大学（今井研究室）を中心とする 7 つの研究室
による共同研究として進められ、多くの先生方のご協力のも
とで完遂することができました。最後まで力強く支えてくだ
さった先生方に、この場を借りて深く感謝申し上げます。

【経歴】
2018 年 3 月 大阪大学大学院生命機能研究科 博士課程修了 
博士（工学）
2018 年 4 月 日本学術振興会 特別研究員（PD）（九州大学 
医学研究院）
2021 年 4 月現職 九州大学 医学研究院 助教
2024 年 10 月現職 JST 創発研究者

https://doi.org/10.1038/s41592-026-03023-y
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「1 時間後の脳」に現れる人間のストレス適応メカニズム
～ fMRI–EEG 同時計測で追跡した脳内レジリエンス表現～

高知工科大学脳コミュニケーション研究センター 助教
現： 静岡理工科大学
准教授 渡邊 言也

神経科学トピックス

ヒトの心理的レジリエンスの神経基盤を明らかにするため、fMRI と EEG および末梢生理指標を用いて、急性スト
レス後 1.5 時間にわたる脳と身体の反応を計測しました。その結果、レジリエンスに対応した脳活動はストレス曝
露から約1時間後に最大化し、高レジリエンスの参加者ではサリエンスネットワークの沈静化とデフォルトモードネッ
トワークの活性化が認められました。本研究は、レジリエンスに関わる神経ダイナミクスがストレス曝露直後では
なく、時間遅延を伴って発現することを示しており、ストレス後における介入時間窓の存在を示唆しています。

的磁気共鳴画像法）と EEG（脳波）に加え、心拍・呼吸・
瞳孔反応・さらにストレスホルモン（唾液中コルチゾール）
を同時測定し、脳と身体のストレス応答ダイナミクスを網
羅的に記録しました。

ストレス反応の終わり、適応の始まり
ヒトを対象とした従来の急性ストレス研究では、ストレ

ス曝露直後から 30 分程度、長くても 1 時間程度の生理
変化に注目が集まってきました。これは、多くの末梢生理
変化が 60 分以内で終息するからです。しかし、末梢と同

人間だからこそのストレスとの向き合い方
これまで実験動物を用いたレジリエンス研究は、強い

ストレス下でも「うつ様行動を示さないか」という明確な
行動指標を元に、その脳内メカニズムが研究されてきま
した。これは動物実験としては理に適っていますが、人間
のレジリエンスは、ストレスへの鈍感さではなく、「困難を
乗り越えた経験」「自己効力感」「挑戦への前向きな姿勢」
といった高度な心理プロセスが複雑に絡み合っています。
本研究グループは、こうした「人間特有のストレス適応メ
カニズム」の神経基盤を明らかにするために fMRI（機能

図 (A) 急性ストレス負荷から経時的に捉えたレジリエンスの個人差に対応した機能的脳結合の変化 (fMRI) とハイベータ帯域
成分の変化 (EEG)。(B) 急性ストレスから約 60 分後に顕在化したレジリエンスの脳内表現。レジリエンスの高い人（赤）は、
デフォルトモードネットワークや後部海馬の自発的活動が強まり、ハイベータやガンマ帯域の脳波成分が減少していた。一方、
レジリエンスの低い人（青）は 60 分以降もサリエンスネットワークの活性化が維持され、ハイベータやガンマ成分も維持さ
れていた。
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じように、中枢神経も元の状態に戻っているのでしょうか。
「脳はストレスに対して適応・回復するために、その後も
頑張り続けているだろう。きっとその時間帯にこそ、レジ
リエンスの個人差が表出するに違いない」という直感から、
長時間にわたる脳活動同時計測を試みました。

レジリエンスの変化を多角的に捉える
実験では、約 100 名の参加者に、冷刺激による急性ス

トレスを与えたあと、約 1.5 時間に渡って脳と身体の反応
を追跡しました。レジリエンスの評価には、国際的なレジ
リエンス尺度である CD-RISC を利用し、個々人が持つ「心
のしなやかさ」を数値化し、様々な生理指標と比較しまし
た。取得された大量のデータを解析した結果、レジリエ
ンスに関わる脳の活動は、ストレス経験直後ではなく、そ
こから約 1 時間後に最も明確な特徴として現れることが判
明しました。

まず fMRI 解析の結果、この時間帯にレジリエンスが
高い人では、脳のアラートシステムであり、島皮質や前
帯状皮質背側部を中心とする「サリエンスネットワーク」
の活動が落ち着き、代わりに、ぼんやりしている時や安
静時に活性化するシステムであり、背側帯状皮質や楔前
部を中心とする「デフォルトモードネットワーク」の活
動が高まっていました。同時に皮質下では、レジリエン
スの高い人で、後部海馬の自発性活動は上昇しているこ
とが明らかとなりました。一方で、レジリエンスが低い
人では、このサリエンスネットワークの活動が維持され、
デフォルトモードネットワークの活動は弱いままでした。

次に、EEG の解析も行いました。その結果、同じくス
トレス曝露 60 分後に、レジリエンスの高い人では、スト
レスや高覚醒状態に関連する「ハイベータ帯域 (26.5Hz)」
および「ガンマ帯域 (43.0Hz)」の活動が低下していまし
たが、レジリエンスが低い人では、それらの帯域の活動が
維持されていました。

一方で、瞳孔や心拍、コルチゾールといった末梢の生理
反応は、レジリエンスの高低に関係なく、どの参加者もス
トレス曝露直後や 30 分後をピークとして最大化し、1 時
間後には元の状態に戻っていました。

このことから、末梢生理反応は 1 時間以内に終息しま
すが、脳はむしろそのあとに心の立て直しのための作業を
本格化しているようです。

心の立ち直りを後押しする
この 1 時間後の窓は、逆境や苦難を克服するための重

要な時間帯である可能性があります。例えば、短時間の心
理的サポートや非侵襲的な脳刺激を、この自然なタイミン
グに合わせることで、脳のストレス適応過程を後押しでき
る可能性があります。さらに、こうした神経指標は PTSD
やうつ病のバイオマーカーとしても役立つ可能性がありま
す。従来は、医師やカウンセラーの経験や予測に依存して
いた患者のストレス適応のポテンシャルについて客観的指
標を提供することで、患者のレジリエンスを把握し、脳が
変化を受け入れやすい最適なタイミングで支援を届けるこ
とが可能となります。

【掲載ジャーナル】
Neural signatures of human psychological resilience 
driven by acute stress 
Watanabe N, Yoshida S, Keerativittayayut R, Takeda M,
Proceedings of the National Academy of Sciences, 
123(13) March 25, 2026
https://www.pnas.org/doi/10.1073/pnas.2524075123

【研究者の声】
本研究は、著者が高知工科大学に赴任してから 7 年間に
わたり行ってきたものです。その間には、計測機器のセッ
トアップ、コロナ禍、静岡理工科大への異動、研究室の立
ち上げ、AI の勃興など、まさに多くの「新たなストレス環
境への適応」を迫られました。最も苦労したのは、論文
が何度もリジェクトされ、七転八倒したことです。途中で
何度も「もう無理だ、研究する時間もない」と諦めてしま
いそうになりました。しかしながら、指導者の竹田真己教
授をはじめ、多くの方々に本研究の価値や意義を認めてい
ただけたこと、たとえ研究はダメでも人間としての価値は
変わらないことを教えてくれた妻の支えによって、この論
文は日の目を見ました。たとえ一度折れても、再び立ち上
がる心。本研究を通じて、著者のレジリエンスが一番鍛え
られました。

https://www.pnas.org/doi/10.1073/pnas.2524075123
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脳 科 学 辞 典

脳科学辞典 新項目紹介

京都大学大学院医学研究科 システム神経薬理学分野

林 康紀
（脳科学辞典編集委員会委員長）

日本神経科学学会では、脳科学辞典編集委員会を設置し、オンライン辞典である脳科
学辞典を開設しています。下記の項目は、最近完成された項目です。解説用語の新規
提案も受け付けておりますので、編集部(bsd@jnss.org)までご連絡下さい。

•	 ジストロフィン	 -----------------------------------	小野 洋也、青木 吉嗣
•	 グルタミン酸受容体相互作用タンパク質	 -----------------	緑川 良介、髙宮 考悟
•	 筋ジストロフィー	 ----------------------------------	 小野 洋也、青木 吉嗣
•	 ノーダル	 -------------------------------------------	目野 主税
•	 Gastrulation brain homeoboxファミリー---------------	 弥益 恭
•	 グルコーストランスポーター	 --------------------------	大槻 純男
•	 Forebrain embryonic zinc fingerファミリー	 --------	日比 正彦
•	 軸索起始部	 -------------------------------------------	久場 博司

https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E8%84%B3%E7%A7%91%E5%AD%A6%E8%BE%9E%E5%85%B8:%E7%B4%A2%E5%BC%95
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E8%84%B3%E7%A7%91%E5%AD%A6%E8%BE%9E%E5%85%B8:%E7%B4%A2%E5%BC%95
mailto:bsd%40jnss.org?subject=
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E3%82%B8%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AD%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%B3
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%82%BF%E3%83%9F%E3%83%B3%E9%85%B8%E5%8F%97%E5%AE%B9%E4%BD%93%E7%9B%B8%E4%BA%92%E4%BD%9C%E7%94%A8%E3%82%BF%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%AF%E8%B3%AA
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E7%AD%8B%E3%82%B8%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AD%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%BC
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E3%83%8E%E3%83%BC%E3%83%80%E3%83%AB
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/Gastrulation_brain_homeobox%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%9F%E3%83%AA%E3%83%BC
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E3%82%B0%E3%83%AB%E3%82%B3%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%BC
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/Forebrain_embryonic_zinc_finger%E3%83%95%E3%82%A1%E3%83%9F%E3%83%AA%E3%83%BC
https://bsd.neuroinf.jp/wiki/%E8%BB%B8%E7%B4%A2%E8%B5%B7%E5%A7%8B%E9%83%A8
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事務局のつぶやき

江口：現在、事務所の共有フォルダ内を大掃除中。20年分の蓄積物の中から要／不要を仕分ける作業は、物理的な
引っ越しと同じくらい大変で時間がかかっています。最大の敵は面白い記録。家の引っ越しでも、古いアルバ
ムを見つけて見始めてしまうこと、ありますよね…。

吉田：今年の夏はスーパーエルニーニョ現象が発生して猛暑になるらしいです。今も台風が2つ同時に発生して日本に
向かっており、明日は大雨の予報。7月終わりの神戸大会の時期に台風が来ませんように！晴天祈願…いや暑す
ぎても困るので曇天祈願。

三瓶：NEURO2026の大会開催準備に追われる毎日です。今年の開催地、神戸は素敵な街並みと夜景に加えて、洋菓
子の魅力も満載で、訪れるのが楽しみです。年次大会で、各地の都市に行く機会があるのもこの仕事の醍醐味
の一つです。

地主： NSR編集部です。今年の神戸大会でもブースを出展いたします。Editorの先生方と直接お話したりご質問した
りできる機会となっております。ぜひ足をお運びください！スタッフ一同お待ちしています！

窪寺：神戸大会業務で施設周りのリサーチが必要なため、主要ホテルのHPをみることが多いのですが、「サービス」
を確認するためにクリックしたところ、ランニングマップがあり、URLもそのままで面白かったです。https://
www.portopia.co.jp/service/running/

青柳：このたび入職いたしました青柳と申します。事務局の業務は多岐にわたり、日々多くのことを学ばせていただいて
おります。至らない点も多いかと存じますが、少しでもお役に立てるよう努めてまいります。どうぞよろしくお願
いいたします。

https://www.portopia.co.jp/service/running/
https://www.portopia.co.jp/service/running/
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募 集

2月10日発行号（11月末頃入稿締切）　
4月10日発行号（1月末頃入稿締切）
7月10日発行号（4月末頃入稿締切）
11月10日発行号（8月末頃入稿締切）

6.	掲載料は不要ですが、記事の執筆者は原則として学会員あ
るいは協賛・後援団体である事が必要です。

7.	本誌に掲載する著作物の著作権は、日本神経科学学会に
帰属します。ただし、著者および共著者が学術教育目的で
使用する場合は、謝辞あるいは参考文献に出典を明記すれ
ば、本会への申し出は必要ありません。

求人情報、学会・シンポジウムの案内、助成金の案内は、ホー
ムページにて、掲載させていただきますので、https://jnss.
org/submissions を、ご参照ください。

学会への提言、研究雑感、学会見聞録、書評等、神経科
学の発展につながるものであればどのようなものでも結
構ですので以下の要領でお送りください。英文での掲載
も希望される方は、英文記事をあわせてお送り下さい。

なお、神経科学ニュースのプリント版の郵送は、2021年
No.4 を最後に終了させていただきました。
以降は、オールカラーのPDF版を学会ホームページに掲
載しています。
下記よりダウンロードしてご覧下さい。
https://www.jnss.org/neuroscience_news

1.	 原稿は下記フォーマットの電子ファイルを、メール添付で
newsletter@jnss.orgまでお送り下さい。

a.	文章はMS Wordで作成して下さい。画像（写真・図）は
文中に貼り付けず、オリジナルファイルを別にお送り下
さい。

b.	画像はJPEG, TIFFなどのフォーマットで、適度な解像度
（最大で300pixcel/inch程度まで）、かつメール添付可
能なサイズ（1点当たり2～3MB程度）に調整して下さい
（数値は目安です）。

2.	記事1編は1ページまたは2ページ以内に収めて下さい。（依
頼原稿のページ数は依頼者にご確認下さい。）

1ページの場合（日本語全角で約2000字程度）
2ページの場合（日本語全角で約4600字程度）

但し画像は以下の基準で文字数に換算します。ご入稿時
に、ご希望の掲載サイズをご指定下さい。

画像（小）：	①横8㎝・縦6㎝以内。300字相当。
画像（中）：	②横8㎝・縦12㎝以内か③横16cm・縦6㎝
	 以内。600字相当。
画像（大）：	④横16㎝・縦8㎝以内。800字相当。

3.	ご入稿後の原稿の差し替えは原則として行わず、お送りい
ただいたファイルをそのまま利用しますので、誤りの無い
ことをお確かめの上、原稿をお送り下さい。ただし、編集委
員会から修正をお願いする場合があります。

4.	掲載の可否と時期については、ニュース編集委員会で検討
の上、決定させていただきます。

5.	発行日と入稿締切日は通例以下のとおりですが、都合によ
り変動することがあります。具体的な締切日については、事
務局までお問い合わせ下さい。

神経科学ニュースへの原稿を募集しています

紙   面

日本神経科学学会の Facebook と X( 旧 Twitter) の
公式アカウントのフォローをお願いします。
神経科学トピックス・神経科学速報や、各種のイベ
ント情報、求人公募情報など、様々な最新情報を発
信しています。
ぜひチェックしてみてください。

facebook.com/JapanNeuroscienceSociety

https://x.com/jnsorg (@jnsorg)

https://jnss.org/submissions
https://jnss.org/submissions
https://www.jnss.org/neuroscience_news
mailto:newsletter%40jnss.org?subject=
https://www.facebook.com/JapanNeuroscienceSociety
https://x.com/jnsorg
https://www.facebook.com/JapanNeuroscienceSociety
https://x.com/jnsorg
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募 集

募集要項
1.	 掲載媒体： 日本神経科学学会 会報「神経科学ニュー

ス」の目次配信メール（HTMLメール）

2.	 送信メール数： 約6,200通（日本語版　約5,200通、
英語版　約1,000通）

3.	 送信対象： 日本神経科学学会 会員

4.	 送信回数： 年4 回

5.	 契約期間： 1年間　（4回）

6.	 掲載場所： 目次配信のHTMLメール中に掲載（日本語
版・英語版の両方）

※HTMLメールを受信拒否している人のために、テキス
トメールも同時配信します。

テキストメールにも「スポンサー」の欄を設け、バナ
ーに設定するリンク先URLをテキストで掲載いたしま
す。

7.	 掲載料： 40,000円／1回　（日本語版+英語版 両方
への掲載） × 4回 ＝160,000円　（不課税取引）

8.	 入稿形態：フォーマット：JPG　（GIFアニメ不可）　
　大きさ：幅 134 pixel x 高さ 75 pixel 
（バナーに設定するリンク先URLもお送り下さい）

※日本語版と英語版で、バナーのデザインやリンク先
URLが違う場合は、2種類のデータとURLをお送り下
さい。

※契約期間中のバナーの差し替えは無料です。

9.	 入稿方法： メール添付

10.	広告掲載費のご請求： 毎年1月に1年分をまとめてご
請求させていただきます。

年間の発行スケジュール

※バナーの入稿締切日の詳細につきましては、事務局にお
問い合わせ下さい。

  㓡 2026年1号　 4月10日発行予定 
（バナーデータ入稿締切：2026年3月末）

  㓡 2026年2号　 7月10日発行予定　 
（バナーデータ入稿締切：2026年6月末）

  㓡 2026年3号　11月10日発行予定　 
（バナーデータ入稿締切：2026年10月末）

  㓡 2026年4号　 2月10日発行予定 
（バナーデータ入稿締切：2027年1月末）

ご入稿の前に

初回掲載時は、入稿締切日より1週間ほど前を目安に、バナ
ー画像のサンプルをお送りください。神経科学ニュース編
集委員会で確認させていただきます。修正等をお願いする
場合もございますのでご了承ください。

別途、学会HPでのバナー広告（月１万円）も募集しており
ます。

　　　　https://www.jnss.org/adinfo/

お申込み・お問い合わせ

日本神経科学学会 事務局
〒113-0033 東京都文京区本郷7丁目2-2本郷ビル9F
TEL:03-3813-0272／FAX: 03-3813-0296
E-mail: office@jnss.org
URL: https://www.jnss.org/

神経科学ニュース目次配信メール　バナー広告募集要項（2026 年版）

募 集

https://www.jnss.org/adinfo/
mailto:office%40jnss.org?subject=
https://www.jnss.org/
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神経科学ニュースをお読みいただきありがとうござい
ます。今回、編集委員として記事の取りまとめを担当い
たしましたが、幸いにも精力的にご活動されている先生
方が多く、神経科学トピックス記事や学術変革領域研究
の紹介を含め、円滑に編集作業を進めることができまし
た。

学術変革領域研究の紹介では、山本英明先生に、学術
変革領域研究（A）「脳神経マルチセルラバイオ計算の理
解とバイオ超越への挑戦（バイオ超越）」についてご紹介
いただきました。また、神経科学トピックスでは、最新
論文 4 報についてご紹介いただき、禰占雅史先生には価
値情報から行動選択へとつながる腹側線条体の仕組み、
染谷真琴先生には生得的な匂いの価値を認識する神経回
路メカニズム、稲垣成矩先生には最新の組織透明化技術、
さらに渡邊言也先生には脳内ストレス応答に関する研究
についてご執筆いただきました。いずれも本学会所属研
究者の皆様にとって、大変有意義な内容となったのでは
ないかと思います。ご多忙の中、執筆を快くお引き受け
くださいました著者の先生方には、この場をお借りして
心より御礼申し上げます。次第に梅雨の蒸し暑さを感じ
る季節となり、夏の訪れが近づいてまいりました。皆様
におかれましては、くれぐれもご体調に留意され、健や
かにお過ごしください。

神経科学ニュース編集委員
増田 隆博

編 集 後 記 
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委員長
村松 里衣子 (国立精神･神経医療研究センター)

委員

荒田 晶子（兵庫医大）、木村 公俊（京都大学）、
高堂 裕平（量子科学技術研究開発機構）、
高橋 阿貴（筑波大）、中江 健（福井大学）、
乘本 裕明（名古屋大学）、増田 隆博（九州大）
オブザーバー：古屋敷 智之（東京科学大学）

•	アレクシオンファーマ合同会社 
Alexion pharma GK  
https://alexionpharma.jp/

•	株式会社医学書院 
IGAKUSHOIN Ltd.  
http://www.igaku-shoin.co.jp/top.do

•	エーザイ株式会社  
Eisai Co., Ltd.  
https://www.eisai.co.jp/index.html

•	株式会社 NTT データ経営研究所   
NTT DATA INSTITUTE OF MANAGEMENT  
CONSULTING, INC.  
https://www.nttdata-strategy.com/

•	一般社団法人応用脳科学コンソーシアム 
Consortium for Applied Neuroscience 
https://www.nttdata-strategy.com/can/

•	小原医科産業株式会社 
O’HARA & CO., LTD.  
https://ohara-time.co.jp/

•	科研製薬株式会社 
KAKEN PHARMACEUTICAL Co., Ltd.  
http://www.kaken.co.jp/

•	住友ファーマ株式会社 
Sumitomo Pharma Co., Ltd.  
https://www.sumitomo-pharma.co.jp/

•	ゼロシーセブン株式会社 
ZeroCSeven,Inc. 
https://www.0c7.co.jp/products/

•	武田薬品工業株式会社 
Takeda Pharmaceutical Co., Ltd. 
https://www.takeda.com/jp/

•	株式会社成茂科学器械研究所  
NARISHIGE Group 
http://www.narishige.co.jp/japanese/index.html

•	株式会社ニコンソリューションズ 
NIKON SOLUTIONS CO., LTD. 
https://www.nsl.nikon.com/jpn/

•	ミルテニーバイオテク株式会社  
Miltenyi Biotec K.K. 
https://www.miltenyibiotec.com/

PDF ファイル閲覧の推奨環境について
神経科学ニュースは「Adobe Acrobat Reader」または「Adobe 
Reader」（無料）によりご覧いただくことを前提としております。
ブラウザ上でご覧になる場合、ブラウザの種類やバージョン等によ
り挙動が異なる場合がありますので、ご了承ください。
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